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気候変動による海洋環境の変化は漁獲量や養殖生産量に大きく
影響しています。漁業者の高齢化や担い手不足が課題となる中で、
経験だけに頼らない客観的なデータを用いた「海の見える化」が必
要とされています。IoT海洋モニタリングシステム「うみログ」は、海
上に設置して水温や水位、画像などのデータを観測するシステムで
す。「うみログ」は将来的にAIによる画像解析を実現するためカメラ
搭載を基本としており、また様々な海象観測センサーを接続可能と
する拡張性を備えています。既に全国で100台以上が安定して稼
働し、活用されています。

独立行政法人 国立高等専門学校機構
研究推進・産学連携本部長　國枝　佳明

高専の
研究

“国立高専の研究” 社会実装の成功例

知的財産 高専機構では、各校で生まれた研究成果等の知的財産を権利化しています。現在までに、様々な
科学技術分野での特許権をはじめとする知的財産約1,300件を出願しています。

一、人材育成のための教育研究
この国を支える人材を育成し、国内外に
送り出しています。

一、社会貢献のための実用研究
グローバルに、そして、地域創生のために、
実用的でユニークな研究を支援します。

　国立高等専門学校（KOSEN）は、中学校卒業後の15歳という成長
著しい才能に溢れた若者を受け入れ、5年一貫教育によって高度な
専門性を持つ人財を育てています。KOSENは、我が国特有のユニー
クな高等教育機関であり、先進的な研究と革新的な技術開発の成果
を取り入れることにより、未来人財を育成する画期的な教育を展開し
ています。
　KOSENでは高度な専門教育を提供するため、工学、情報技術、バ
イオテクノロジーなどの幅広い分野で研究が進められており、その特
徴として以下が挙げられます。
⑴ 革新的な研究プロジェクトGEAR5.0：Society 5.0で実現する
「全ての人とモノがつながり、様々な知識や情報が共有され、これまで
にない新たな価値を生み出す」社会において、社会の課題に自律的・
主体的に取り組める人財を育成しています。
⑵ 地域社会・産業界との連携：地域密着型・社会実装型・課題解決
型などといったKOSENの研究の特徴を活かしつつ、産学官の連携を
強化し、地域や産業界のニーズに応えられる人財を育成しています。
⑶ KOSEN研究ネットワーク形成：全国に51校ある国立高専が連携
するとともに、大学や企業、自治体や他の研究機関とも研究ネットワー
クを形成し、1つの分野だけでは解決できない社会の大きな課題に対
して、様々な専門的知見を活かした研究活動を行っています。
　急速な進歩・発展を遂げる社会において、遅れることなく最先端を教
授するKOSEN教育の基となっているのは研究であり、特徴を活かした
最先端の研究に基づく人財育成を行っています。また、KOSENの研究
は革新的なアイディアや技術を生み出し、イノベーションの促進に貢献
するとともに、スタートアップ教育へと進展させています。KOSENの持つ
高いものづくり技術に加え、研究による新しい技術や理論の生成や問
題解決能力の育成、さらには研究ネットワークによる協力関係の構築
は、スタートアップ教育の発展に貢献し、多くの起業家を世の中に送り
出しています。こうして生まれたスタートアップは、健康、教育、環境などの
社会的問題を解決する新しいアイディアや技術を提供することが多く、
これが社会全体のWell-beingに寄与しています。KOSENが、その特徴
により地域社会や我が国の発展、さらには世界の持続的な発展を後押
しし、人 の々Well-beingに貢献する“高専の研究力”にご期待ください。
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・独自に開発した海洋観測機によるモニタリング
・AI/IoTと組み合わせたスマート水産業の展開

IoT 海洋モニタリングシステム
「うみログ」

495

217

1,361 1,341 1,308

―地域に根差したスマート水産業の推進―

ノリ養殖
・色落ち警戒アラート
・潮位予測、食害防除

スマホアプリ開発
・LINE 通知、AI 分析

国立鳥羽商船高等専門学校　
情報機械システム工学科
江崎研究室

エザキラボ株式会社

定置網
・漁獲予測、入網監視

魚類養殖
・活性判定AI自動給餌

AI/IoTをフル活用したスマート水産業

海洋観測機「うみログ」を活用したアプリ開発

鳥羽商船 江崎　修央
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全国51の高専に
充実した研究設備！
約4,000人の教員・研究者！
約51,000人の学生！
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R e s e a r c h  N e t w o r k

高専機構では、日本全国に設置された
51の高専に所属する研究者がネット
ワークを形成して、さまざまな分野で
新産業につながる研究開発を行ってい
ます。スケールメリットを生かし、全国
各地でさまざまな分野で研究している
研究者が連携することで、難解な技術
問題に対して複合融合的なアプローチ
を行い、答えを見いだします。

R e s e a r c h  N e t w o r k

高専機構では、日本全国に設置された
51の高専に所属する研究者がネット
ワークを形成して、さまざまな分野で
新産業につながる研究開発を行ってい
ます。スケールメリットを生かし、全国
各地でさまざまな分野で研究している
研究者が連携することで、難解な技術
問題に対して複合融合的なアプローチ
を行い、答えを見いだします。

化学・環境・バイオ・食品・エネルギー      

環境・マテリアル・エネルギー

未利用資源を原料とするグリーンケミカル
プロセスの開発に関する研究ネットワーク

福村　卓也

バイオ・材料・環境・エネルギー

天然資源を活用した分離・分析技術の
高度化に関する研究ネットワーク

羽切　正英

函館 旭川 広島商船和歌山 佐世保富山 鈴鹿福島 東京

釧路 小山

群馬

富山 都城

都城

福島 茨城

函館富山一関 高橋　利幸

研 究 ネットワ ー ク研 究 ネットワ ー ク

微細藻類のツール化と応用開発研究ネットワーク



無線・通信・電力

低与干渉・高効率・情報重畳を備えた
無線電力伝送技術検討ネットワーク

函館 宇部 沖縄

コンピュータ・理論計算機科学

建築・防災

多田　豊

中津川　征士

木造型応急仮設住宅研究ネットワーク

色付きオートマトンの応用に向けた
理論研究ネットワーク

無線・通信・電力

丸山　珠美
海洋ワイヤレス給電システム構築ネットワーク

代数学・暗号理論

長峰　孝典
数学分野と暗号分野の連携ネットワーク

電気・音響・分析・診断

プラズマスピーカーの新規産業応用発展ネットワーク

センシング・情報・健康

橋本　良介

データサイエンスとセンシング技術が拓くヘルスケア
製品開発・医工連携研究の高度化ネットワーク

健康・人間拡張

土谷　圭央
行動解析に基づく人間拡張技術構築ネットワーク

函館 津山 高橋　芳明大島商船 徳山

阿南 高知 奥山　由都城熊本 苫小牧 高知

大島商船呉小山 阿南呉鶴岡鈴鹿

苫小牧 旭川 大島商船 佐世保



ISO規格認定の抗バイオフィルム材料が実現すると・・・

ポリマー（材料）に抗バイオフィルム材料を塗布
する技術が完成することで、抗菌作用を持続さ
せた抗バイオフィルムが可能になるだけでなく、
水によって簡単にバイオフィルムを洗い流すこ
とも可能になります！

効率的に配管等が機能することで
省エネの見地からも効果を発揮

衛生的な住環境の整備だけでなく
医療における細菌汚染・感染も防止

塗布塗布

抗バイオフィルム材料抗バイオフィルム材料

ポリマー（材料）ポリマー（材料）

材料表面材料表面

バ ー チ ャ ル 研 究 所

呉 高 専

大 分 高 専

鈴 鹿 高 専

小 山 高 専

鶴 岡 高 専

高専の技術を集結させた、抗バイオフィルム材料の開発イメージ

ポ リ マ ー 細 菌・微 生 物

材 料 表 面

バイオフィルムのイメージ図

水回りに発生する“ぬめり”に代表される、細菌や
微生物から分泌されたポリマーからなる物体のこと

バイオフィルムとは？

・生活環境の不衛生化
・汚染先が配管の場合は、配管機能も低下

バイオフィルムで汚染されると・・・

身体の不自由な方
が、車椅子からでも
スポーツに参加でき
るようになりたいと
いう希望を形に︕ 

ATリポジトリ
（富山高専）

レシピ&モジュール
（長野高専）

②長野高専発︓
　ドッヂビーディスクの発射装置の開発

①徳山高専発︓
　ボッチャ装置ランプの開発 
（㈱ユニコーン，㈱ニシエフ，山口県連携 ）

GEAR5.0（研究成果の社会実装を通じた技術者教育の高度化）

GEAR5.0は「Society5.0 型未来技術人財」育成事業の一環として令和２年度から進めている事業です。地域密着型・課
題解決型・社会実装型などといった高専の従来型の特長を生かしつつ、産学官の連携体制という全国規模の「面」（基盤、
ネットワーク）をつくることで、新たな人材育成モデルの構築を図る、教育研究プロジェクトです。マテリアル分野、介護・
医工分野など、5分野６拠点（ユニット）というそれぞれの広い学問領域の中で、１つの学問分野だけでは解決できない
社会の大きな課題に対して、様々な専門的知見を生かした研究活動を行い、成果を出すという実践的な取り組みとなっ
ています。

マテリアル分野

元来、マテリアル（材料）系の研究分野は同じ分野内での応用が難
しく、他分野で研究・開発されている製品・サービスに対して、新素
材開発の部分で貢献することで、成果を創 出してきました。そこで、
「他分野での応用」に重点を置くため、中核拠点校と協力校の計５
高専のプラットフォームが連携した 「バーチャル研究所」を設置。さ
らに発展した研究・開発を目指せるようにしました。 

中核拠点校

協力校

ユニットリーダー 兼松　秀行

持続可能な地域医療・福祉を支える
AT-HUB構想とAT技術者育成による
共生社会の実現

介護・医工分野

ATとは、当事者（障がいのある人・高齢者）が抱える困りごと・困難さ
を解決・低減する支援技術（Assistive Technology）のことです。
義手・義足などの保護具が支援技術の起源と言われており、近年は
デジタル技術（IoT・AI）などを活用した新しい支援技術が始まってい
ます。国立高専７校を拠点（AT-HUB）とした全国高専のネットワー
ク活動（KOSEN-AT）は、こうしたデジタル技術などを活用し、次世
代の支援技術（Extended-AT、e-AT）に取り組んできました。 

ユニットリーダー中核拠点校

協力校
清田　公保呉鶴岡 小山

鈴鹿

大分

鈴鹿高専が開発した試験方法が世界基準に！
新素材材料の開発・評価へ
鈴鹿高専は、抗バイオフィルム材料の試験方法のISO規格化に向
け、SIAAと共同で研究。そこで開発された試験方法は、����年�
月��日に正式にISO規格化され、世界基準となりました。
これにより、SIAAによる品質保証基準の確立、およびその基準を
踏まえた抗バイオフィル
ム材料の開発へ進めま
す。また、「バーチャル研
究所」で、鈴鹿高専の持
つ抗バイオフィルム材料
の技術と、他高専の技術
を組み合わせた材料開
発も可能に。バイオフィ
ルム内の細菌を不活性
化させるだけでなく、そ
の効果を長期的に持続
させるための材料開発
がポイントになります。

函館 長野 新居浜徳山富山仙台

熊本

➀「高専ATライブラリ」による
　AT機器開発
➁KMEを用いた障がいのある
　子どもたち用の教材開発

全国に点在している高専のATシーズ（技術）を
集結させて基盤をつくり、各地域・人に特化し
た介護・医工の課題解決を目指す中で高度な
AT技術者を育成 

KME高専 スイッチインタフェース 

高専・産学官の協働研究チームを活用した
新素材開発とイノベーター育成プログラム
の構築



医
療・福
祉 

関
連
研
究

代表的な事例を示しています。
この他にも様々な研究を行っています。

関連研究
R e l a t e d  R e s e a r c h
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園田　潤
AIと自動運転技術による
インフラ内部自動点検ロボット

津山 西川　弘太郎
無動力システムを用いた
空気圧駆動義指

雑草を抑える緑化技術？
廃棄物リサイクルがつなぐ新しい
エシカルグリーンの創成

富山 袋布　昌幹
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体・集
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有明 石川　洋平
ぬりえで分かる半導体・集積回路
～サーキットデザイン教育～バ

イ
オ・も
の
づ
く
り 
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有明 大河平　紀司
特定のウイルスを高効率に濃縮
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［お問い合わせ先］ e-mail : kra-contact@kosen-k.go.jp 検索KOSEN

本部事務局研究推進課

相談・お問い合わせ方法 

研究者情報「国立高専 研究情報ポータル」

全国の高専が、地域における
技術の悩みを解決します！

高専は、
地域の「知の拠点」を
目指しています 

高専機構の産学連携・知的財産活動に関する情
報として、高専研究者の研究技術シーズ、注目研
究、産学官連携活動の成果事例などの情報をホー
ムページ（https://research.kosen-k.go.jp）
にて提供しています。
このページの教員検索機能を使用すると全国の
高専研究者のキーワードでの検索や、各高専の
シーズ集が確認できます。

国立高専研究情報ポータルのホーム画面

地域企業等
下記連絡先にコンタクト

技術相談

問題解決 共同研究・受託研究

●高専機構は、全国51高専、約4,000人の教員
　の研究シーズを保有しています。 

●高専機構本部に直接お問い合わせ頂ければ、
　国立高専リサーチアドミニストレーター（KRA）
　が日本全国にある高専の技術の中から、求め
　る技術を探します。 

高専機構
国立高専リサーチアドミニストレーター（KRA）

国立高専リサーチアドミニストレーター（KRA）が
全国の技術シーズから求めている技術を探し、企業等の皆様に連絡

〒101-0003 東京都千代田区一ツ橋2-1-2 学術総合センター10階 （竹橋オフィス） Tel : 03-4212-6703
K R A セ ン タ ー 〒193-0834 東京都八王子市東浅川町701-2 （東京工業高等専門学校構内） Tel : 042-668-5495
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〒193-0834
東京都八王子市東浅川町701-2
TEL 042-662-3120（代表）
FAX 042-662-3131


